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会議録 

会議の名称 平成24年度 第3回西東京市子ども福祉審議会 

開催日時 平成25年1月17日(木曜日) 午後1時30分から3時30分まで 

開催場所 庁議室 

出席者 

出席者：森田会長、小林（啓）委員、小林（幸）委員、齊藤（睦）委員、濱

野委員、中村委員、森崎委員 
欠席者：猪原副会長、齋藤（喜）委員、高山委員、竹中委員、古川委員 
事務局・職員：子育て支援部長 大久保、子育て支援課長 中尾根、児童青

少年課長 横山、子ども家庭支援センター長 齋藤、児童青少年課長補佐 
名古屋、保育課保育係長 白井、事務局（子育て支援課調整係 阿久津、田

中） 

議題 

1 報告 
西東京市子育ち・子育てワイワイプラン（西東京市次世代育成支援行動計

画）の評価・検証報告書に対する改善策について 
2 諮問 
西東京市学童クラブ事業の運営について（諮問） 
3 審議 
西東京市学童クラブ事業の運営について 

会議資料の

名称 

1 西東京市子育ち・子育てワイワイプラン（西東京市次世代育成支援行動）

の評価・検証報告書 
2 西東京市子育ち・子育てワイワイプラン（西東京市次世代育成支援行動計

画）の評価・検証報告書に対する改善策回答書 
3 西東京市学童クラブ事業の運営について（諮問）写 
4 福祉サービス第三者評価結果報告書 
5 西東京市児童館評価調査表 
6 西東京市学童クラブ評価調査表 管理者の項目 

記録方法 □全文記録 ■発言者の発言内容ごとの要点記録 □会議内容の要点記録 

会議内容 

○森田会長： 
評価・検証報告書は、10 月の審議会で報告したものを、会長と専門委員で細部について

再度見直しを行い、資料 1 のとおり具体的な事業を、計画の基本理念と基本方針に則して整

理するとともに、改善に向けた 4 つの提言にとりまとめ、市長に提出した。その後、報告書

に対する回答を資料 2のとおり貰ったところである。 
調査した施設は、一生懸命に事業を実施しているという評価を持っているが、いくつか気

になる点も見られた。保育者等が新しい知識やスキルを身につけると同時にそこをスーパー

バイズしていく仕組みが必要である。また、実践自体が支援者に広く共有されていない。良

い実践も良くない実践も共有していかなくては、子どもや子育ての実践が良くなっていかな

い。 
基本理念を具体化するためには、子育て支援を行う一人一人が深い実践を行い、その実践

を全体として共有するために連携が必要である。連携するためには、情報の出し方が課題で

ある。情報化と連携は一体のものだが、解り易いように分けて提言した。情報化の問題は、

書式が整っていないこと、関係性が遮断されていること、書く人のスキルがないことがあ
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る。子育て支援や保育を専門性の領域で議論してくと、各個人の技量に留まっているところ

がかなりあるが、そういう状況を克服し、誰でも必要な資料が書け、それを生かしていける

職場であることが必要である。 
基盤整備の問題については、児童館は子どもが一人で利用するところのため、保護者との

連携が難しい。また、子どもの問題の情報管理をしながら西東京市全体で共有するためには

どうしたらよいかという課題に対し、児童青少年課が出した改善策は、中学校との連携強化

や中学校区に 1か所の児童館の設置を計画している。 
学童の満員状態を改善するには、多くの協議が必要だ。安全確保や活動場所を確保できな

いと、子どものストレスは大きくなる。夏休み中の保育は学校を利用する等を考えなければ

解決できないのではないか。 
障害のある学齢期の子どもは、学童を利用しているが特別支援学校で行う支援はどのよう

なものがあるか。 
 
○森崎委員： 
課外活動や、学校内では部活動を行っている。 

 
○森田会長： 
 狭い環境で、障害のある子ども等が長時間過ごすことは、過敏な子どもは耐えられないの

ではないか。 
 
○森崎委員： 
過敏な子どもは、我々が感じない事も嫌がることがあり、不安定になったりする。学校で

はいろいろな活動があるので、不安定になる前に早めに対応している。 
 
○森田会長： 
 特別支援学校の教員から、難しい発達障害の子どもに対するケア方法のアドバイスをもら

うことは可能か。 
 
○森崎委員： 
 地域の小学校・中学校への支援、特別支援学級の子ども達と交流を持ったり、研修会には

近隣の小学校・中学校・高校の先生が来校している。特別支援学校で行う夏祭りや文化祭に

地域の方が来られる。作業学習で作った製品や野菜を売ったり、市役所の掃除を行い、いろ

いろな方に見て、声をかけて貰い、本校の生徒にも良いし、市民の方にも理解して貰えてい

る。 
 
○森田会長： 
 研修の話に関連すると、保育園などで集団に馴染めない状態の子どもへの関わり方などを

アドバイスして頂けるのか。 
 
○森崎委員： 
 小学校や中学校で研究会を行い相談も受けている。 
 
○森田会長： 
 先生や学童クラブの職員などに公開してもらい、難しい子どもへの関わり方について専門

的なアドバイスをもらえば、対応が楽になるのではないか。 
 
○森崎委員： 
 公開講座等を行っているので、見学してもらってもよい。 
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○小林（幸）委員： 
 公開講座の案内は良く貰う。卒園生が通っている学校や特別支援学校の公開講座には行っ

ている。 
 
○森田会長： 
 次に、保育園の中にある地域子育て支援センターは保育園に入所していないと利用し辛い

という意見があり、市は看板を考えるという改善策を提示している。 
 
○小林（幸）委員： 
 情報化の時代で、ホームページ等を今の保護者は良く見ている。今年度、職員がファシリ

テーター研修を受講し、研修会を開催し成果を上げた。今の保護者は PR を行えば集まるの

ではないか。 
 
○森田会長： 
 情報を、解り易く情報化することが大事で、「すべての子どもに」ということを対象とす

ると、職員会議の持ち方や全員に徹底させるための工夫が問われている。また、子どもの朝

食に菓子パンなどを与える保護者について、保育園などで専門家としてコメントしていくこ

とは難しい。 
 
○小林（啓）委員： 
 子どもの朝食に菓子パンなどを与えている問題は、保育課だけ答えていくのではなく、母

子保健、子育て支援、食育や歯科などと連携し保護者にどのようにすればよいか伝えてい

き、保護者自身が考えられるようになることが必要である。 
 
○森田会長： 
 保育課だけでなく、母子保健関係の部署と情報を共有していく必要がある。 
 
○小林（啓）委員： 
 小学校に入ると、「早寝・早起き・朝ごはん」という活動に力を入れている。子どものこ

とを連動して見ていくということが必要だ。 
 
○齋藤（睦）委員： 
 地域には、食育に関心があり母親達に伝えていきたいというボランティアがいるので、連

携を考えられる。 
 
○森田会長： 
 保育だけでなく、あらゆる子育て中の方や子ども達に関わっている人達の問題であるた

め、このような問題がある事を情報発信することが大事なのではないか。 
 情報化の問題は書式である。書式が多いと実践に取り組めないという問題が発生するが、

書式がないと必要な情報が取得できない。国では、社会保障の受給ノートのようなものの議

論が始まっており、世界中でも整備されつつある。個人がどの様な社会保障を受給し、どの

ように解決されたかが記入されている。個人情報保護と情報共有の問題で、現在の段階で

は、虐待事例は、東京都内での情報共有に留まっている。 
 
○齋藤子ども家庭支援センター長： 
 東京都外へ転出する場合は、情報を提供している。また、東京都外から転入する場合は、

子ども家庭支援センター同士で情報を共有している。 
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○森田会長： 
 虐待ケースだけではなく、すべての子ども達や子育て家庭が、母子健康手帳の段階から情

報化できれば、多くの問題が解決できる。母子保健行政ではどのような議論をされている

か。 
 
○小林（啓）委員： 
 発達障害や支援が必要な子どもについての仕組みは、議論が始まっている。障害施策の部

分は実際に行うには、現場の人の意見もあるため、初めから全部進めるのか、一番支援が必

要なところから行うか等の情報を取り進めていくことが必要だ。また、施設側だけでなく保

護者や本人が共有することが大切だ。 
 
○森田会長： 
 施設側が情報を持つということは、個人情報保護の問題があるが、自分自身が情報を持つ

ことで解決できる。情報を個人が活用することが必要なのではないか。 
 特別支援学校に来る子どもは、そのような幼い頃からの情報を持っているか。 
 
○森崎委員： 
 学校には指導要録がある。特別支援学校は個別指導計画や個別の支援計画があり、保護者

と共有している。学校を出る時には、個別の移行支援計画を作成している。 
保護者が持っているものとしては、2、3 年前に「手をつなぐ親の会」が作成した手帳が

ある。母子健康手帳の内容や、成長記録、学校の指導計画などを記入できるようになってい

る。 
 
○森田会長： 
保護者自身に問題がある場合がある。母子健康手帳は子ども一人に対し 1 冊だが、保護者

が持つ手帳があっても良いのではないか。 
 
○小林（啓）委員： 
 子どもの事を一緒に考える場合は、母子健康手帳で良いのではないか。 
 
○森崎委員： 
 「手をつなぐ親の会」が作成した手帳は、就学援助や福祉など関係機関の情報を記入し、

また新たな支援がある場合は追加していく書式である。 
 
○森田会長： 
 そのようなものをひいらぎなどで検討し、ひいらぎを利用した子どもが、他へ行く場合の

情報共有に利用できるとよい。 
 
○小林（幸）委員： 
 就学支援シートは、保護者に見せる必要がある。保育園の場合は、入所はいろいろな園と

なるため児童票をどうするか検討したが、保育園ごとの考えや個人情報の問題もあり共有さ

れない場合がある。 
 
○濱野委員： 
 幼稚園である子どもが他の子どもとは少し違うということがあったとしても、判断を誰が

するのかが問題だ。また、その状態を保護者に伝えると、保護者が受け入れられない場合が

あるため、就学支援シートで保護者と共有する場合にその辺りを解決しないと記入しにく



 

 5 

い。記入するためには、専門家に判断をしてもらう必要がある。 
 食育なども、子どもと一緒に育っていく親として、以前は自分の親に教えられて覚えてき

たが、最近は核家族化し、そのような経験をする機会が少なくなっている。専門の先生の話

が聞ける機会などを作る必要がある。 
 
○中村委員： 
 指導要録等の書面では見えない家庭の事情などは、学校へ相談に行くといいと保護者等に

助言してもらっているため、直接、保護者等と話ができ情報収集ができてる。現在は、一律

の書面での情報収集は難しい段階だが、西東京市はフォローがよくできている。ひいらぎか

らの情報は近年、とても丁寧な内容で保護者が同意したものがまわてくる。 
 
○森田会長： 
 学校は情報が来ることにより、しっかりケアできるということを発信しなくてはいけな

い。 
 
○中村委員： 
 悪く伝えるという事ではなく、正確に伝えるということで、適切な支援ができる。 
 
○森田会長： 
 連携の必要性はどの場面でも問題となっている。書式で解決できることならば、書式を整

えることをする。個人情報保護の問題があれば、子どもにとって一番良い方法を考え、情報

の共有をしていく事が必要だ。 
 研修については、ひよっこ・ひいらぎを見学し、支援の仕方が多様化する中で苦労されて

いたが、支援の内容を充実させたいと感じた。臨時職員等が増えている中で、専門的な研修

を確保して具体化していけるか問題である。障害の理解などは刻々と変化しているのではな

いか。 
 
○森崎委員： 
頻繁に、研修・研究をしないと追いつかない現状である。 
 
○森田会長： 
 答申に対しこのような回答が提出されたが、市と応答しながら西東京市子育ち・子育てワ

イワイプランの目的に、量的だけでなく質的に実現へ向かうように検証していく。 
 
審議 
 
横山児童青少年課長から資料 4から 6について説明 
 
○森田会長： 
 民営化された学童クラブの情報のみのため、公立学童クラブの情報、民営化した学童クラ

ブと公立学童クラブの違い、計画されている委託数、民営化した場合のコストや具体的な事

業の形態等の情報が揃わないと議論ができない。次回、資料を揃えた上で議論したい。 
 
○小林（啓）委員： 
 比較することは重要である。職員数、休憩時間、職員の資格、給食費、給食の支給形態、

行事の内容、保護者との連絡、保護者の意見、障害児の受け入れ状況などを比較できる資料

を揃えてほしい。 
 



 

 6 

○森田会長： 
 次回は、2月8日午前を予定する。 
 
以上にて終了 

 


